
 

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

障障

害害

者者

支支

援援

のの

拡拡

充充

〜〜
厚厚
生生
労労
働働
省省
のの
二二
十十
年年
度度
補補
正正
予予
算算
案案
〜〜

厚
生
労
働
省
は
生
活
防
衛
の
た
め

の
緊
急
対
策
関
係
予
算
と
し
て
、
総

額
八
、九
八
六
億
円
の
平
成
二
十
年

度
第
二
次
補
正
予
算
案
を
計
上
し
、

一
月
五
日
に
召
集
さ
れ
た
今
通
常
国

会
に
提
出
し
た
。

障
害
者
保
健
福
祉
関
係
は
次
の
と

お
り
。

【
障
害
者
支
援
の
拡
充
】八

六
九
億
円

一

障
害
者
自
立
支
援
法
の
円
滑
施
行

八
五
五
億
円

平
成
二
十
年
度
ま
で
の
障
害
者

自
立
支
援
対
策
臨
時
特
例
交
付
金

に
基
づ
く
基
金
事
業
を
、
平
成
二

十
一
年
度
以
降
も
延
長
す
る
た
め
、

基
金
の
積
み
増
し
を
行
い
、
事
業

所
の
支
援
、
新
法
へ
の
移
行
支
援

等
を
行
う
。

○
福
祉
・
介
護
人
材
の
育
成
・
定
着

の
促
進
〔
二
百
五
億
円
（
内
数
）〕

学
生
、
教
員
等
に
対
し
福
祉
・

介
護
の
仕
事
の
選
択
を
促
す
た
め

の
相
談
・
助
言
、
潜
在
的
有
資
格

者
等
の
再
就
業
を
促
進
す
る
た
め

の
研
修
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

福
祉
・
介
護
人
材
の
育
成
・
定
着

を
促
進
す
る
。

二

障
害
者
雇
用
対
策
の
推
進

中
小
企
業
に
お
け
る
障
害
者
の

雇
用
を
促
進
す
る
た
め
、
初
め
て

障
害
者
を
雇
用
し
た
中
小
企
業
に

対
す
る
奨
励
金
（
百
万
円
）
を
創

設
す
る
。
ま
た
、
今
般
の
景
気
後

退
等
に
よ
り
解
雇
・
勧
奨
退
職
等

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
障
害
者
等
を

新
た
に
雇
用
し
て
、
特
例
子
会
社

等
を
設
立
し
た
事
業
主
に
対
す
る

助
成
金
（
十
人
以
上
の
雇
用
で
二

千
万
円
支
給
等
）
を
創
設
す
る
。

（
制
度
要
求
）

利利
用用
者者
負負
担担
軽軽
減減
措措
置置
のの
継継
続続

〜〜
障障
害害
者者
自自
立立
支支
援援
法法
のの
見見
直直
しし
〜〜

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
後
三
年

の
見
直
し
に
向
け
て
、
審
議
を
続
け

て
い
た
社
会
保
障
審
議
会
障
害
者
部

会
の
報
告
書
が
、
昨
年
十
二
月
十
五

日
に
ま
と
ま
っ
た
。
こ
の
報
告
書
を

基
に
厚
生
労
働
省
は
法
律
の
改
正
案

を
国
会
に
提
出
す
る
予
定
。

報
告
の
概
要
は
次
の
と
お
り

○
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
は
、
定
率

制
度
は
変
え
な
い
が
、
現
行
の
軽

減
措
置
は
今
後
も
継
続
す
る
。

○
補
装
具
の
自
己
負
担
と
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
自
己
負
担
を
、
合
算
し
て

軽
減
す
る
制
度
を
検
討
す
る
。

○
所
得
保
障
に
つ
い
て
は
、
年
金
や

手
当
な
ど
現
行
制
度
の
着
実
な
実

施
と
し
、
障
害
年
金
の
引
き
上
げ

や
住
宅
費
へ
の
対
応
は
検
討
を
進

め
る
。

○
障
害
者
の
範
囲
に
、
発
達
障
害
と

高
次
脳
機
能
障
害
も
対
象
と
す
る
。

○
障
害
程
度
区
分
に
つ
い
て
は
、
障

害
特
性
を
反
映
す
る
よ
う
抜
本
的

な
見
直
し
が
必
要
。

○
報
酬
改
定
に
つ
い
て
は
、
地
域
移

行
の
促
進
等
を
視
点
と
し
て
、
福

祉
・
介
護
人
材
の
処
遇
改
善
を
重

視
し
た
報
酬
と
す
る
。
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目
的

視
覚
と
聴
覚
の
両
方
に
障
害

の
あ
る
方
に
対
す
る
初
歩
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方

法
を
学
ぶ
た
め
。

日
時

三
月
十
日
�
〜
十
二
日
�

各
日

午
後
一
時
〜
四
時

場
所

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー

札
幌
市
中
央
区
北
二
西
七

定
員

二
十
名
（
二
十
歳
以
上
）

参
加
費

無
料
（
旅
費
は
自
己
負
担
）

問
合
せ
及
び
申
込
先

北
海
道
盲
ろ
う
者
支
援
協
会

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
一
―

六
二
三
―

四
四
五
〇

町町
村村
協協
会会
だだ
よよ
りり
��
（（
十十
勝勝
支支
庁庁
管管
内内
足足
寄寄
町町
））

〜〜
母母
子子
寡寡
婦婦
会会
とと
合合
同同
でで
事事
業業
をを
展展
開開
〜〜

第
四
十
四
回
目
と
し
て
紹
介
し
ま

す
協
会
は
、
町
村
と
し
て
は
日
本
一

広
い
面
積
の
千
四
百
八
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
擁
し
、
豊
か
な
森
林
資

源
と
四
季
折
々
の
風
景
を
彩
り
よ
く

湖
面
に
映
し
出
す
神
秘
な
湖
「
オ
ン

ネ
ト
ー
」、
巨
大
な
ラ
ワ
ン
ブ
キ
、

国
内
最
大
級
の
動
物
化
石
博
物
館
な

ど
で
有
名
な
足
寄
町
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
（
近
藤
午
郎
会
長
）
で
す
。

同
協
会
は
昭
和
二
十
六
年
四
月
に

設
立
、

三
十
七

年
に
は

規
約
が

制
定
さ

れ
、
六

十
二
年

度
に
は

創
立
三

十
五
周

年
記
念

の
式
典

開
催
と
記
念
誌
発
行
を
行
い
ま
し

た
。
当
時
は
百
七
十
五
名
の
会
員
を

擁
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
五
十

五
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

役
員
及
び
執
行
体
制
は
、
近
藤
会

長
を
ト
ッ
プ
に
副
会
長
三
名
、
理
事

七
名
、
監
事
二
名
、
地
区
連
絡
員
若

干
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
年
間
行
事
及
び
活
動
内
容

▼
総
会
・
役
員
会
・
母
子
寡
婦
会
合

同
役
員
会

▼
十
勝
地
区
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加

▼
十
勝
東
北
部
三
町
身
障
協
会
交
流

会
（
三
町
持
回
り
〜
ミ
ニ
ス
ポ
ー

ツ
と
懇
親
会
）

▼
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
交
流
会

▼
厚
生
旅
行（
母
子
寡
婦
会
合
同
事
業
）

▼
高
島
歴
の
販
売
（
事
業
資
金
と
し

て
販
売
）

▼
赤
い
羽
根
街
頭
募
金
協
力

▼
各
種
研
修
会
等
参
加

足
寄
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
Ｐ
Ｒ

同

協

会

は
、
親
睦
を

図
る
こ
と
を

主
と
し
て
活

動
し
て
い
ま

す
が
、
会
員

の
高
齢
化
及

び
減
少
も
あ

り
、
前
年
度

よ
り
母
子
寡

婦
会
と
合
同

で
事
業
を
展

開
し
て
い
ま

す
。厚

生
旅
行

で
は
元
気
な

人
は
荷
物
を
運
び
、
目
の
不
自
由
な

人
に
は
手
を
差
し
伸
べ
ま
た
車
椅
子

を
押
す
等
助
け
た
り
助
け
ら
れ
た
り

と
�
お
互
い
さ
ま
�
の
精
神
で
楽
し

く
交
流
し
て
い
ま
す
。
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
交
流
会
は
体
育
の
日
に
近
い

日
に
健
康
づ
く
り
を
目
的
に
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
行
い
、

青
空
の
下
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て

赤
い
羽
根
街
頭
募
金
に
協
力
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
収
益
事
業
と
し
て
高

島
歴
を
会
員
は
じ
め
会
社
、
知
人
、

友
人
等
に
年
間
三
百
冊
を
販
売
し
、

八
万
円
程
度
の
貴
重
な
活
動
資
金
を

得
て
お
り
ま
す
。
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盲
導
犬
宿
泊
体
験
セ
ミ
ナ
ー
案
内

目
的

盲
導
犬
と
の
歩
行
や
生
活
を

実
際
に
体
験
し
、
盲
導
犬
に
つ

い
て
の
知
識
を
深
め
る
た
め
。

日
時

三
月
二
十
一
日
�
午
後
一
時

〜
二
十
二
日
�
午
後
二
時

会
場

�
北
海
道
盲
導
犬
協
会

札
幌
市
南
区
南
三
〇
西
八

対
象

視
覚
障
害
者（
十
五
歳
以
上
）

募
集
人
数

七
名

参
加
費

二
、五
〇
〇
円

セ
ミ
ナ
ー
内
容

	
盲
導
犬
と
の
体
験
歩
行
〜
指
導
員

と
共
に
札
幌
市
内
を
歩
行
す
る
。

	
盲
導
犬
の
管
理
体
験
〜
食
事
、
排

泄
、
手
入
れ
等
盲
導
犬
の
日
常
の

世
話
を
す
る
。

	
交
流
会
〜
参
加
者
や
現
ユ
ー
ザ
ー

と
の
交
流

申
込
先

�
北
海
道
盲
導
犬
協
会

電
話
〇
一
一
―
五
八
二
―
八
二
二
二

◇
北
身
協
事
務
局
人
事
◇

（
十
二
月
三
十
一
日
付
）

退
職

書
記

矢
倉
真
喜
子
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釧
路
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松
橋

幸
子

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 

!
"
#
	
$
�
%
&
'
(
)
*
+

函
館
市

上
鵜
瀬
勝
子

,
-
.
/
	
0
1
�
2
�
3
4
5

6
�
7
8
�
�
9
 
�
�
�
�

�

�
恵
庭
市

西
島

明

:
;
�
.
<
=
>
?
�
@
A
B
+
C
D

E
F
.
G
H
.
I
>
J
�
K
1

釧
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松
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幸
子

L
M
	
N
O
P
Q
�
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芦
別
市

戸
原

寿
夫

T
U
V
W
X
	
�
)
�
Y
.
Z

[
\
	
]
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_
`
a
b
c
d
>
e
�

石
狩
市

田
中

五
郎

f
g
�
h
i
>
j
^
�
�
�
k
)
�

l
m
n
^
�
�
.
o
�
p
^
c�

q

リ
フ
ト
付
貸
切
バ
ス

ハ
ー
ト
ケ
ア
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
）

株
式
会
社

ラ
イ
フ
パ
ス

札
幌
市
北
区
篠
路
一
条
八
丁
目
六
番
三
〇
号

篠
路
自
動
車
学
校
内

電

話
（
〇
一
一
）
七
七
二
�
四
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
一
）
七
七
一
�
九
五
五
六

有
限

会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
六
番
地
八

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
�
一
五
五
〇
番

厚生旅行（母子寡婦会合同）

十勝地区スポーツ大会に参加

レクリェーション交流会

赤い羽根街頭募金に協力

（２）（第６５８号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（平成２１年１月２５日）




